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　日本の 土着ダイズ 根粒菌の 分布 と多様性
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【目醐 ダイズ根粒菌の 共生窒素固定を活用 したダイズ栽培に高窒素固定能を有する根粒菌の 接種が

行われて い るが、ダイズ栽培歴の ある土壌にお ける接種効率は必ず しも高くない。その原因として 土

着根粒菌との 競合が挙げ られ るが 日本に土着化 して い る根粒菌の詳細な解析例は多くな い
。 本研究で

は接種効率の 向上 の ため の 基礎的知見として 、 日本の 土着ダイズ根 粒菌の 16S−23SrDNA　ITS 領域お

よび 23S−5S　rDNA 領域の多型解析を行い 、　 Bradyrhizobittm　USDA　strain （B．　japonicttm　USDA　4，6，38，

110
，
115

，
122

，
123

，
124，135

，
B．　 elkanii 　USDA　46，61，76，94）との 比較解析を行っ た 。

【方法】根粒菌の 分離土壌と して北海道農業研究セ ン ター畑作研究部 （北海道芽室）、東北農業研究セ

ン タ
ー福島研究拠点 （福島県福島市）、近畿中国四国農業研究セ ン タ

ー
野菜部 （京都飛綾部）、 宮崎大学

農学部 （宮崎県宮崎市）、琉球大学 （沖縄県西原）の ダイズ栽培歴の ない 土壌　（pH（H，
O）生 を 5．7）を使

用 し た。ダイズ 品種ア キシ m メ （non
−Rj）、CNS（Rj，

Rj9
、

フ クユ タカ （Rjp を表皮殺菌後播種し、ガラス

室で 5週間栽培を行 っ た。根粒 ホ モ ジネー トか らYMA±th地上 で シ ン グル コ ロ ニ
ー

の 分離を行い
、 分離菌

株とした。 分離菌株か らDNAを抽出後、　ITSプライマ
ー

で 16S−23S　rD 酷 ITS領域をPCR増幅し、　Hbelll，　lthal，

Mspl，　Xspl 消化を行い 、電気泳動パ タ
ー

ン を解析し鶴 これ らの分離菌株の うち、　B．　japonic［mi　USDA　110

の ITS　typeに分類された菌株に つ い て はさらに23S−5S　rDNA を23S−5Sプライ マ
ー

で増幅 し、　 HhaI，　 HinfI，

MboI，　 Xspl消化 を行い
、 電気泳動 パ タ

ーン の解析を行っ た。

【結果および考察】分離菌株の ITS 領域の PCR−RFrp解析の 結果、日本に土着化して い るダイズ根粒

菌は 、 北海道で USDA　123
、 福島で USDA　38 お よび USDA　110、京都で USDA　110、宮崎で USDA　6 、 沖縄

で B．elkanii の 出現頻度が高く、 これ らの 菌が優先 して い る こ とが示唆 された。さらに福島および

京都±壌 か ら分離された USDA110 の ITS　type を有する分離菌の 23S−5S　rDNA の PCR−RFLI） 解析の結

果、 そ の 88％は USDAIIO と相同であっ た。以上の結果か ら、日本の 土着ダイズ根粒菌の分布は、北

か ら南へ ある
一

定の 傾向を示 しなが ら優先菌の 変遷が起きて い る こ とが示唆された。
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